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66 経 営 と 経 済
指導原理は,私的 目的 としての利潤 (Gewinn,Profit)ないし利潤性
























松山大学論集第 6巻第 3号,平成 6年 8月｡
笠原俊彦稿 ｢営利原則 と組織的均衡の原則一占部都美博士の所論を中心として-(2)｣
松山大学論集第 6巻第 4号,平成 6年10月｡
笠原俊彦稿 ｢営利原則 と組織的均衡の原則-占部都美博士の所論を中心 として-(3)｣
松山大学論集第 6号第 5号,平成 6年12月｡































































































































































































































































笠原俊彦稿 ｢藻利重隆博士における企業の指導原理 (-)｣『経営 と経済』第84巻第 1
号,2004年 6月,14-15ページ｡
































































































































































































































































































































以上のことから,ヴェ- バ ー は ,カトリックとは異なるプロテスタントの
近代企業志向が,とりわけプロテスタンティズムというキリスト教宗派の内





















































































































































































































92 経 営 と 経 済




















































































藻利重隆著 『経営管理総論 (第二新訂版)』千倉書房,昭和46/平成 6年,第三章｡




















































以上のような利潤動機 と奉仕動機 とに関するフォー ドの考え方について
は,かれの次の言葉が注意されなければならない｡フォードはいう｡
｢金儲け (makingmoney)には,二つのやり方がある｡ - 一つは,他
人を犠牲にするやり方であり,もう一つは,他人に奉仕するやり方である｡
第一の方法は,金を 『造る』(make)ものではない｡それは何も創ら (cre-
ate)ない｡それは,ただ,金を 『奪取』する (get)0 - しかも,このこ

















































































































化 と移動組立法 との全面的実施を具体的内容 とする ｢同時管理｣(manage一
mentbysynchronization)として特質づけるのである｡藻利によれば,フォー
ドは,同時管理によって,製品の製造に要する時間と空間を著しく短縮し,



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一部 として,近代資本主義 という経済行為への圧迫 となりうる｡
その三つは,｢乗っ取 り｣による企業解体 という形での,近代資本主義的
経済行為の圧迫ないし破壊である｡ここでは,金融業者は,買収した企業を
























































笠原俊彦稿 ｢アレキサンダー ･ホフマンの企業経済学 - ドイツ経営経済学における
技術論学派の-考慮 - (2)｣『香川大学経済論叢』第48巻第 1号,昭和50年 4月,86-
100ページ｡
笠原俊彦前掲書,第九章｡























































笠原俊彦稿 ｢アレキサンダー ･ホフマンの企業経済学 - ドイツ経営経済学における






笠原俊彦稿 ｢企業の投資決定基準に関する一考察 - ソロモンの所論を中心 とし
て - ｣『一橋論叢』第六十三巻第三号,1970年 3月,48-56ページ｡




















































笠原俊彦稿 ｢規範科学の-理想型 一 価値判断 と客観性 - ｣『香川大学経済論叢』
第59巻第 2号,昭和61年9月,41-42ページ｡
































































































































































































































































































経 営 と 経 済
重き荷を負い 疲れ果て
辛き旅路の終わりに
男が問う
｢お ,ゝ神よ./
これが
あなたの求めにより
わたくLが自らの義務とし
努めてきた
途だったのでしょうか｣
答える声はない｡
そして,目の前の道は
いまや
深い沈黙の闇へと
消えていく
